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６－７．福祉バスとの連携を検討 

 

１）福祉バスの概要 

福祉バスは、高齢者や障害者、妊婦・乳幼児・未就学児などの方々が、福祉施設等をより

利用しやすくするために運行するバスで、買い物や行政機関などに通う交通手段としても利

用できる。対象となる主な利用者は次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）道路運送法から見た視点 

①旅客運送区分：自家用有償旅客運送事業（特定の利用者等） 

区分 道路運送法 協議会 

行政 市町村運営有償運送 

交通空白輸送 第 78 条 2 項該当 地域公共交通

会議の合意が

必要 
市町村福祉輸送 第 78 条 2 項該当 

NPO 会員等 
過疎地有償運送 第 78 条 2 項該当 運営協議会の

合意が必要 福祉有償運送 第 78 条 2 項該当 

 

②許可・登録の手続きが不要な運送（無償：互助活動、運賃不可） 

区分 道路運送法 協議会 

企業 

団体 

企業などが実施する民間送迎バス 

該当なし 
運行者との合

意が必要 

社会福祉法人などが実施する送迎バス 

行政 市町村の車（保険付）で住民が運行 

地域 地域ボランティアによる送迎バス 

 

 

福祉バス：市町村や地域団体などが主体となり運行するバス 

  市町村運営有償運送「市町村福祉輸送」 

⇒第６章「市町村運営有償運送」の項を参照 

 

許可・登録の手続きが不要な運送については 

    ⇒第６章「無償ボラティア輸送」の項を参照 

    ⇒第６章「本項 福祉バス」の項を参照 

  

・60 歳以上の方 

・心身障害者の方 

・妊婦の方 

・乳幼児・未就学児の方 

・特別支援学級在籍児童、生徒の方 
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３）総合事業を活用した「移動支援・送迎」には２つの意味がある 

 

１つ目は、① 総合事業による補助・助成・委託を行う移動支援・送迎 

２つ目は、② 生活支援体制整備事業を通じて創出された移動支援・送迎（補助等なし） 

 

分類 定義 

① 総合事業による補助等を 

行うもの 

□ 総合事業の財源に基づく補助・助成、もしくは委託がなさ 

れている移動支援・送迎 

□ 体制整備事業を通じて創出されたか否かは問わない 

② 体制整備事業を通じて創出 

されたもの（補助等なし） 

□ 総合事業による補助等は行われていないが、体制整備事業

（SC・協議体の活動）を通じて創出された移動支援・送迎 

※②は、総合事業による補助等は行われていないものの、体制整備事業（生活支援コーディ

ネーター（以下 SC）・協議体の活動）を通じて創出された移動支援・送迎であり、その運

営にあたって市町村の一般財源による補助等が行われている場合や、補助等が行われてい

ないものも含む。 
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①総合事業から見た視点 

「総合事業」は、補助等に用いる財源が、公費と介護保険料で構成されていることから、補

助等の対象経費や目的に制約がある。したがって、総合事業の制度から見て、「何に補助す

ることができるか」がポイントとなる。 
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②総合事業の制度からみた移動支援・送迎の類型 

類型 概要 総合事業 目的 No. 

類型① 

通院等をする場合

における送迎前後

の付き添い支援 

□送迎前後の付き添い支援に関す

る間接経費は、補助の対象となる

が、移送に関する直接経費は対象と

ならない。 

 

□利用者から、ガソリン代等実費を

受け取ることも可能。 

訪問型Ｄ 

ケース１） 

介 護 予 防

ケ ア マ ネ

ジ メ ン ト

に よ り 決

定 

❶ 

類型② 

通所型サービス・通

いの場の運営主体

と別の主体による

送迎 

□総合事業による「通いの場」等へ

の送迎であるので、間接経費の他、

移送に関する直接経費も補助の対

象とすることが可能。 

 

□送迎利用者から、ガソリン代等実

費を受け取ることは可能。 

訪問型Ｄ 

ケース２） 

通所Ａ ❷ 

通所Ｂ ❸ 

通所Ｃ ❹ 

一般介護 ❺ 

類型③ 

通所型サービス・通

いの場の運営主体

と同一の主体によ

る送迎 

□パターン②と同様、間接・直接経

費を補助することが可能。 

 

□ただし、通いの場等の利用者から

受け取れるのは、送迎利用の有無に

関わらず、定額の通いの場等の利用

料金のみ 

通所型Ｂ・Ｃ 

／一般介護 

通所Ｂ ➏ 

通所Ｃ ❼ 

一般介護 ❽ 

類型④ 

生活援助等と一体

的に提供される送

迎 

□様々な生活援助等と一体的に送

迎を行うもの。補助の対象は、間接

経費のみ。 

 

□利用者から受け取れるのは送迎

利用の有無に関わらず、定額の生活

援助等の料金のみ。 

訪問型Ｂ 介 護 予 防

ケ アマネ

ジ メ ン ト

に よ り 決

定 

❾ 
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４）総合事業の制度からみた移動支援・送迎の類型ごとの特徴 

 

 

 

類型①：通院等をする場合における送迎前後の付き添い支援（訪問Ｄ ケース 1）*8 
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類型②：通所型サービス・通いの場の運営主体と別の主体による送迎（訪問Ｄ ケース 2）*9 
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類型③：通所型サービス・通いの場の運営主体と同一の主体による送迎 

（通所Ｂ・Ｃ/一般介 護予防） 
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類型④：生活援助等と一体的に提供される送迎（訪問Ｂ） 
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５）介護予防・日常生活支援総合事業における移動支援について 

 

①総合事業は、移動支援・送迎も含めた高齢者の生活全体を対象とする包括的支援 

平成 27 年 4 月以降、介護保険制度の中で新たに位置付けられた総合事業は、各市町村の

取組等により、多様な主体による地域の支え合いの仕組みづくりを推進するものであり、各

地域でその取組が進められている。 

この総合事業の創設は、各市町村が行う高齢者の移動支援・送迎の取組支援のあり方にも、

大きな変化をもたらしている。具体的には、従来まで介護保険の指定事業者が提供してきた

訪問介護や通所介護について、多様な主体の参画が推進されるようになり、それに付随する

移動支援・送迎についても、例えば訪問型サービスＤ（*後述）のような形で、市町村が総

合事業として実施することが可能となった。総合事業は、公費と被保険者が支払う介護保険

料で構成されることから、その使途には一定のルールがあり、移動支援・送迎の仕組みづく

りのためには、その他にも多様な方法があり、総合事業による補助等を行わない方法も含め

て、各地域の実情にあった柔軟な選択をすることが重要である。 

 

②現在の主な概況 

高齢者の中には、「加齢に伴う、運転への不安」を抱えながら、「そうは言っても、免許を

返納してしまったら、買い物や通院はどうするのか（生活支援）」、「車を運転できなくなっ

たら、どこにもでかけられなくなるのではないか（社会参加）」、「外出しなくなったら、身

体が衰えてしまうのではないか（介護予防）」といった不安を抱えている人が少なくありま

せん。 

総合事業は、移動支援・送迎のみでなく、介護予防ケアマネジメントを通じた、生活支援

や社会参加、自立支援・重度化防止などの観点も踏まえた包括的な支援メニューで、地域に

おける高齢者の移動支援・送迎の仕組みを、その他の地域づくりと一体的に進めるツールと

して、「総合事業の活用」は選択肢の１つとしてあげられる。 

 

③現在の主な課題 

特に住民主体の取組は、行政が「特定のサービス」をつくることを意識して活動するので

はなく、まずは地域課題を汲み取って必要なサービスを創出していけるよう、「地域の多様

な人達がつながる場」や、「地域課題に住民自身が気付く機会」などを提供し、取組が生ま

れる“土壌づくり”、すなわち「生活支援体制整備事業（以下、体制整備事業）」をしっかり

と行っていくことが大切である。 

ただし、移動支援・送迎は、他の総合事業の支援と比較して、安全に向けた配慮や道路運送

法の知識などが特に必要な支援である。したがって、住民主体の取組のみでなく、社会福祉

法人や介護事業者、交通事業者など、既に移動支援・送迎の取組を行っているプロも含めて、

多様な主体の活躍を模索することが重要である。 

 

出典：介護保険制度等を活用した高齢者の移動支援・送迎のための手引き（原文） 

https://www.murc.jp/wp-content/uploads/2020/04/koukai_200424_11.pdf 
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６）福祉バスの活用事例 

 

①福祉バスの活用（事例） 

(a) 活用方法 

既存の福祉バスや患者送迎バスをコミュニティバスとして活用する方法もあるが、これらのバ

スをコミュニティバスとして活用することにより、スクールバスをコミュニティバスとして活用

する場合と同様、地域住民の交通利便性の向上、車両の効率的な利用や運行経費の抑制、地域コ

ミュニティとの調整が必要である。また、既存サービスの利用者に対して利便性が損なわれたり

することを避けることも重要である。 

 

方 法 意 味 

間合い利用 
運行時間帯以外の間合いの時間をコミュニティバス化して、一般住民に

輸送サービスを提供する。 

混乗化 
高齢者や患者が利用する福祉バス・患者送迎バスに一般住民も乗れるよ

うにする。 

乗合化 
福祉バスや患者送迎バス本来の目的をなくし、コミュニティバスとして

乗合化する。 

 

 

(b) 福祉バスを地域輸送として活用する場合 

既存の福祉バスの活用を検討する場合、現在運行している福祉バスの利用者に対して利便

性が損なわれたり、運行管理が煩雑になり、継続的な運行の弊害になることも予想されるこ

とから、高齢者・患者ニーズと一般利用者ニーズの調整が必要であり、福祉バスや患者送迎

バスを前提とする場合は、例えば、診察時間が長引き、出発時間に間に合わなくなる等の事

態も起こりうることなどルート・ダイヤに制約が発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７）県内の

 

①那覇市

令和 4 年

（午前・午後

 

 

 

 

 

 

 

 

②事例１）社会福祉法人

 

高齢者健康づくり推進事業

巡回福祉バスを利用し

行っており、

祉バスも運行して

 利用時間は平日（月～土）は

日祝日は

 

 

７）県内の社会福祉協議会

①那覇市 福祉部ちゃーがんじゅう課

年 4 月 1 日から

（午前・午後 2 回ずつ運行）

②事例１）社会福祉法人

高齢者健康づくり推進事業

巡回福祉バスを利用し

行っており、各字公民館・集会所を拠点に巡回福

祉バスも運行して

利用時間は平日（月～土）は

日祝日は 8：30

社会福祉協議会の主な取り組み

福祉部ちゃーがんじゅう課

日から 1 日 4

回ずつ運行） 

②事例１）社会福祉法人 南風原町社会福祉協議会

高齢者健康づくり推進事業 

巡回福祉バスを利用して、健康づくり

各字公民館・集会所を拠点に巡回福

祉バスも運行している。 

利用時間は平日（月～土）は

～17：00

の主な取り組み

福祉部ちゃーがんじゅう課 

4 便運行 

 

南風原町社会福祉協議会

健康づくり推進事業を

各字公民館・集会所を拠点に巡回福

利用時間は平日（月～土）は 8：30～

00 まで年末年始はお休み。
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の主な取り組み 

南風原町社会福祉協議会 

推進事業を 

各字公民館・集会所を拠点に巡回福 

～21：00 まで。

まで年末年始はお休み。

本庁・小禄コース
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まで。  

まで年末年始はお休み。 

本庁・小禄コース
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首里・真和志コース 
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８）社会福祉法人 八重瀬町社会福祉協議会の取り組み 

 

①一般高齢介護予防通所事業における送迎サービス 

 

いきいき活動支援通所事業で、参加者の自宅 

へ訪問して送迎サービスを実施している。 

 

   

 

 

 

 

 

②いきいき活動支援通所事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

③生活支援体制整備事業 
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八重瀬町社会福祉協議会 生活支援体制整備事業 生活支援コーディネーター（新聞） 

八重瀬町支え愛いちゃゆんタイムス（令和３年３月１日発行） 
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